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C o n t e n t s

2

日本国民年金協会の臨時総会が開催され、本
年３月末に解散することが承認されることと
なった。

日本国民年金協会臨時総会

4

「市区町村の声」、「国民年金 いま現場は」、「頑
張る！ブロック本部・年金事務所」、「頑張る！年金
事務所」、「series年金改革」、「地方分権10年
と国民年金事務」の取材等の一覧を掲載する。

取材等の一覧掲載
5〜

6

創刊号である昭和34年2月号から600号となる
平成21年5月号のまでの100号ごとの一面を掲
載する。

創刊号から100号ごとの第一面

7

日本国民年金協会の解散にあたって寄稿して
いただいた。

協会の解散に寄せて

8

グラビアの思い出

　

一
月
二
五
日
に
総
務
省
か
ら
平
成

二
四
年
の
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物

価
指
数
（
総
合
指
数
）
が
公
表
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
平
成
二
四
年
は

平
成
二
二
年
を
一
〇
〇
と
し
て
九

九
・
七
と
な
り
、
前
年
の
平
成
二
三

年
と
同
水
準
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
平
成
二
五
年
四
月
か
ら
の
年

金
額
は
平
成
二
四
年
度
の
年
金
額
と

同
額
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

た
だ
し
、
昨
年
一
一
月
に
成
立
し

た
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
に
よ
り
、
現
在
支
給
さ

れ
て
い
る
年
金
の
特
例
水
準
（
二
・

五
％
）
を
平
成
二
五
年
度
か
ら
平
成

二
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
計
画
的

に
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
特
例
水
準
の
解
消
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
か

ら
一
・
〇
％
、
平
成
二
六
年
四
月
か

ら
一
・
〇
％
引
き
下
げ
、
平
成
二
七

年
四
月
か
ら
は
本
来
水
準
の
年
金
額

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
年
の
一
〇
月
か

ら
は
、
年
金
額
は
一
・
〇
％
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
の
月
額
六
五
、
五
四
一
円
が
、

一
〇
月
か
ら
は
六
六
六
円
引
き
下
げ

ら
れ
て
六
四
、
八
七
五
円
と
な
り
、

標
準
世
帯
（
夫
が
平
均
的
収
入
（
平

均
標
準
報
酬
三
六
・
〇
万
円
）
で
四

〇
年
間
就
業
し
、
妻
が
そ
の
期
間
全

て
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
世
帯
）
の
老

齢
厚
生
年
金
は
月
額
二
三
〇
、
九
四

〇
円
が
、
二
、
三
四
九
円
引
き
下
げ

ら
れ
て
二
二
八
、
五
九
一
円
に
な
る
。

「
気
に
な
る
年
金
記
録
、

再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
始

　

日
本
年
金
機
構
は
、
一
月
末
か
ら

「
気
に
な
る
年
金
記
録
、
再
確
認
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
た
。
こ
の

「今帰仁（なきじん）城跡の八重桜」例年１月中旬～２月初旬にかけて（桜まつり開催時期）が見ごろ。
� （写真提供：沖縄県今帰仁村）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
に
あ
た
り
、

機
構
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
よ
り
記
録
確
認
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、「
あ

な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録
・
も
う

一
度
、
ご
確
認
を
」と
呼
び
か
け
、
そ

の
裏
面
に
、「
未
加
入
」
と
な
っ
て
い

る
期
間（
共
済
組
合
員
期
間
を
除
く
）

の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
全
部
で
一
一

項
目
の
「
年
金
記
録
確
認
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

と
も
な
い
、
機
構
で
は
記
録
の
再
確

認
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
送
付
す

る
。

　

年
金
受
給
者
（
昭
和
六
一
年
三
月

以
前
に
受
給
権
が
発
生
し
た
旧
法

の
老
齢
年
金
の
受
給
者
を
除
く
）
に

は
、
平
成
二
五
年
二
月
か
ら
一
〇
月

に
「
年
金
記
録
確
認
の
お
願
い
」
が

送
付
さ
れ
、
厚
生
年
金
保
険
や
国
民

年
金
の
加
入
者
に
は
、
毎
年
の
誕
生

月
に
送
付
さ
れ
て
い
る
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」で
通
知
さ
れ
る
。

　

な
お
、
過
去
に
年
金
に
加
入
し
て

い
た
人
で
現
在
年
金
を
受
給
し
て
い

平
成
二
五
年
四
月
か
ら
の
年
金
額
は
据
置
き
。一
○
月
か
ら
一・
○
％
引
下
げ

Topics

な
い
六
〇
歳
以
上
の
人
に
は
、
平
成

二
五
年
八
月
に
「
年
金
記
録
確
認
の

お
願
い
・
住
民
票
コ
ー
ド
登
録
の
お

願
い
」が
送
付
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
う

け
て
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
は
、

「
持
ち
主
不
明
記
録
検
索
」
機
能
が

追
加
さ
れ
た
。
こ
の
機
能
は
、
現
在

持
ち
主
が
不
明
の
年
金
記
録
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。

日
本
年
金
機
構
理
事
長
に

水
島
藤一郎
氏

　

日
本
年
金
機
構
の
二
代
目
の
理
事

長
に
水
島
藤
一
郎
氏
が
就
任
し
た
。

水
島
氏
は
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
に

新
設
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
年
金
・

健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
の
初

代
理
事
長
を
務
め
、
平
成
二
四
年
三

月
に
退
任
し
た
。

　

前
理
事
長
の
紀
陸
孝
氏
は
、
昨
年

一
月
に
再
任
さ
れ
た
が
、
改
革
に
一

定
の
区
切
り
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

任
期
を
約
一
年
残
し
て
交
代
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

〈概念図〉仮に３年間物価・賃金が上昇も下落もしない場合

1.0％

1.0％
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2.5％

25年度（10月～） 26年度 27年度
1.0％ 1.0％ 0.5％＋ ＋ ＝ 2.5％

特例特例

本来

〈年金額の推移〉
年月

平成24年4月～

平成25年10月～（▲1.0％）

平成26年 4 月～（▲1.0％）

平成27年 4 月～（▲0.5％）

基礎年金

65,541円

64,875円（▲666円）

64,200円（▲675円）

63,866円（▲334円）

厚生年金（標準世帯）

230,940円

228,591円（▲2,349円）

226,216円（▲2,375円）

225,040円（▲1,176円）

※仮に物価・賃金が上昇も下落もしないと仮定した場合のもの

※物価・賃金が上昇した場合には、引き下げ幅は縮小する。
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本
日
、
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金

協
会
の
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
多
数
の

方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
金
制
度
を
め
ぐ
る
動
き
と
し
て

は
、
先
週
、
発
足
後
初
め
て
と
な
る

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
が
開

か
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
一
体
改

革
関
連
法
で
本
年
八
月
二
一
日
ま
で

に
結
論
を
得
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
ま
で
い
た
ず
ら
に
年
金
制

度
の
不
信
を
あ
お
る
だ
け
の
議
論

や
、
年
金
と
生
活
保
護
を
ご
っ
ち
ゃ

に
し
た
よ
う
な
、
で
き
も
し
な
い
最

低
保
障
年
金
と
い
っ
た
議
論
が
多
か

っ
た
だ
け
に
、
国
民
が
本
当
に
安
心

し
て
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
正
し
い

年
金
制
度
へ
の
議
論
の
出
発
点
と
し

て
ほ
し
い
と
思
う
も
の
で
す
。

　

年
金
制
度
は
、
国
民
の
深
い
理
解

と
そ
れ
に
基
づ
く
信
頼
の
上
で
協
力

が
必
要
で
す
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
強

い
絆
と
し
て
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
、
国
民
年
金
に
お
い
て

は
、
国
民
年
金
の
発
足
時
と
比
べ
て

市
区
町
村
の
担
当
す
る
業
務
は
変
わ

り
ま
し
た
が
、
市
区
町
村
の
果
た
す

役
割
の
大
き
い
こ
と
は
少
し
も
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
区
町
村
と
年
金

事
務
所
、
年
金
行
政
、
年
金
関
係
団

体
と
の
よ
り
緊
密
な
連
携
が
必
要
な

は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
実
態
は
む
し

ろ
逆
に
見
え
ま
す
。
行
政
側
が
ど
ん

ど
ん
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
ど
も
日
本
国
民
年
金
協
会
は
、

国
民
皆
年
金
を
目
指
し
て
活
動
さ
れ

た
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
、
地

方
議
会
議
長
を
は
じ
め
関
係
す
る

人
々
の
運
動
拠
点
と
し
て
、
昭
和

三
四
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で

あ
り
今
日
ま
で
事
業
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
地
方
六
団
体
の
首
長
の

熱
意
、
こ
れ
を
受
け
継
い
で
こ
ら
れ

た
都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
方
々
の

ご
尽
力
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
当

協
会
の
使
命
は
、
国
民
年
金
制
度
を

充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
、
制
度
の
普

及
、
進
歩
、
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と

で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
使

命
は
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
当
協
会
は
、
会
員
及
び

関
係
者
の
皆
様
に
『
年
金
広
報
』
や

国
民
に
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
各
種
資
料
な
ど
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
行
政
当
局

は
市
区
町
村
へ
の
広
報
や
、
情
報
提

供
、
啓
発
活
動
へ
の
意
義
を
十
分
に

理
解
せ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載

せ
て
い
る
か
ら
い
い
や
、
と
い
っ
た

調
子
で
の
な
げ
や
り
と
も
見
ら
れ
か

ね
な
い
姿
勢
の
中
で
終
始
し
て
き
ま

し
た
。こ
う
し
た
事
態
を
は
ね
の
け
、

大
事
な
市
区
町
村
と
の
絆
を
強
く
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
会
員
及
び
関
係

者
の
皆
様
の
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ

た
か
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
忸
怩
た

る
思
い
も
、な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
今
の
こ
う
し
た
環
境
の
な
か
、

こ
れ
ま
で
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
事
業
の
見
直
し
や
経
費

の
削
減
な
ど
経
営
努
力
を
し
、
事
業

運
営
を
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
が
財

政
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

協
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
定
期
総
会
で
会
員
の
皆
様
に
ご

説
明
申
し
上
げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
が
、
協
会
の

存
続
を
望
む
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
妙
案
も

な
く
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ば「
刀
折
れ
、

矢
つ
き
」と
で
も
い
っ
た
中
で
戦
死
、

い
や
、
会
員
の
皆
様
に
協
会
の
解
散

を
お
諮
り
す
る
た
め
の
総
会
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
ご
審
議
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
制
度
の
前
線
に
立
つ
会
員
の

皆
様
に
と
っ
て
は
、
年
金
行
政
の
構

造
的
な
変
化
な
ど
激
動
の
時
代
だ
け

に
様
々
に
困
難
や
難
し
い
課
題
が
生

じ
て
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
様
の

ご
苦
労
が
絶
え
な
い
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
国
民
年
金
制
度
の
運
営
、
正
し

い
国
民
制
度
の
発
展
、
い
や
日
本
の

輝
か
し
い
未
来
の
た
め
に
引
続
き
ご

尽
力
を
賜
り
た
い
と
お
願
い
し
て
開

会
の
ご
挨
拶
に
か
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

冒
頭
、
臨
時
総
会
の
出
席
者
が
定

数
以
上
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

阿
部
恂
会
長
が
臨
時
総
会
開
催
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

議
事
は
阿
部
恂
理
事
長
が
議
長
を

務
め
、
議
事
録
署
名
人
に
加
藤
栄
一

理
事
、
高
辻
二
郎
理
事
が
選
任
さ
れ

た
。
審
議
案
は
次
の
四
件
、

▼
第
一
号
議
案

「
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会

解
散
の
件
」

▼
第
二
号
議
案

「
残
余
財
産
処
分
の
件
」

▼
第
三
号
議
案

「
精
算
人
の
選
任
の
件
」

▼
第
四
号
議
案

「
平
成
二
四
年
度
収
支
決
算
及
び

精
算
完
了
時
の
決
算
の
件
」。

　

第
一
号
議
案
の
「
社
団
法
人
日
本

国
民
年
金
協
会
解
散
の
件
」
は
、
平

成
二
四
年
度
収
支
見
込
や
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
が
示
さ
れ
、
財
政
上

の
理
由
か
ら
平
成
二
五
年
三
月
三
一

日
を
も
っ
て
日
本
国
民
年
金
協
会
を

解
散
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
協
会
の
解

散
は
残
念
だ
が
、
昭
和
三
四
年
か
ら

毎
月
発
行
し
て
き
た
『
年
金
広
報
』

は
、
大
変
役
に
立
っ
て
お
り
引
き
続

き
何
ら
か
の
方
法
で
発
行
で
き
な
い

の
か
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
事
務

局
か
ら
は
、「
昨
年
来
、
会
員
の
皆

様
か
ら
、
引
き
続
き
『
年
金
公
報
』

を
発
行
し
て
ほ
し
い
と
の
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
年
金
関
係

の
公
益
法
人
よ
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
を

承
継
し
『
年
金
広
報
』
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

で
発
行
し
た
い
と
申
し
入
れ
が
あ

り
、
間
も
な
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
『
年
金

広
報
』
が
提
供
さ
れ
る
た
め
、
引
き

続
き
愛
読
い
た
だ
け
る
」
と
回
答
が

あ
っ
た
。

　

第
二
号
議
案
は
、
解
散
時
に
有
す

る
残
余
財
産
は
類
似
の
目
的
を
も
つ

公
益
法
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
な
ど
か
ら
国
庫
へ
寄
附
す
る

こ
と
が
諮
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、「
残

余
財
産
見
込
み
の
約
二
五
〇
万
円

は
、
そ
の
全
額
を
国
庫
に
寄
附
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
」
と
の
質
問
が
あ

り
、
解
散
後
に
は
精
算
事
務
費
が
必

要
と
な
り
、
決
算
残
余
は
そ
の
弁
済

に
充
当
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
残
余
が

生
じ
た
場
合
に
は
国
庫
に
寄
附
す
る

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
三
号
議
案
で
は
河
野
暁
専
務
理

事
が
精
算
人
と
し
て
選
任
、
承
認
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
第
四
号
議
案
の
平

成
二
四
年
度
収
支
決
算
及
び
精
算
完

了
時
決
算
は
、
監
事
に
よ
る
決
算
監

査
を
経
て
理
事
会
に
お
い
て
承
認
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　

議
案
四
件
は
す
べ
て
提
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
、臨
時
総
会
が
閉
会
し
た
。

　

㈳
日
本
国
民
年
金
協
会
は
二
月
一
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
臨
時
総
会
を

開
催
し
、
日
本
国
民
年
金
協
会
の
解
散
に
係
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
臨
時
総
会
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
会
員
に
意
見
を
求
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
一
一
月
の
理
事
会
で
諮
ら
れ
た

『
日
本
国
民
年
金
協
会
の
あ
り
方
』
の
審
議
に
よ
り
開
催
に
至
っ
た
。

臨
時
総
会
を
開
催　
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会

阿
部
恂
会
長
　
挨
拶

臨
時
総
会



昭和34年3月30日第3種郵便物認可

Vol.645 2013. 2 .503

　

市
区
町
村
の
皆
様
と
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
活
動
し
て
き
た
日
本
国
民

年
金
協
会
が
財
政
上
の
理
由
な
ど
に

よ
り
解
散
し
ま
す
。

　

年
金
制
度
に
と
っ
て
国
と
地
方
を

通
じ
た
広
報
・
啓
発
や
職
員
研
修
の

事
業
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
と
な
っ
て
い
く
中
で
の
協
会
の
解

　

年
金
情
報
紙
「
年
金
広
報
」
は
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
・

年
金
広
報
」
と
し
て
皆
様
に
お
届
け

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
承
継

し
な
が
ら
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
も
お

応
え
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
姿
に
生
ま

　

昭
和
三
十
四
年
二
月
に
、
時
の
当

協
会
会
長
で
あ
っ
た
内
閣
総
理
大
臣

の
故
鳩
山
一
郎
氏
の
下
、「
國
民
年

金
弘
報
」
と
し
て
第
一
号
が
発
刊
さ

れ
た
現
「
年
金
広
報
」
は
、
当
協
会

が
厳
し
い
経
営
環
境
に
よ
り
解
散
す

る
こ
と
に
伴
っ
て
、
本
号
第
六
四
五

号
を
も
っ
て
廃
刊
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
本
紙
の
主
眼
は
、
公
的

年
金
制
度
の
啓
発
、
普
及
、
広
報
に

あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
、
我
が
国
の
公
的
年

金
制
度
は
戦
前
の「
公
務
員
」や「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
を
対
象
と
し
た
「
共

散
は
真
に
残
念
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
協
会
の
事
業
を

承
継
す
る
全
国
的
な
組
織
と
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
動
き
が
あ
り

ま
す
。
新
た
な
法
人
は
、
こ
れ
ま
で

の
協
会
と
同
様
に
市
区
町
村
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

年
金
制
度
の
円
滑
な
運
営
の
一
助
と

れ
変
わ
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
・
年
金
広
報
」
は
、

年
金
関
係
の
公
益
法
人
が
、
毎
月
、

情
報
を
更
新
し
皆
様
に
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
「
年
金
広

報
」
と
同
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

済
年
金
」、「
厚
生
年
金
」
に
続
い
て
、

昭
和
三
十
六
年
に
は
、農
業
や
商
業
、

医
師
や
弁
護
士
な
ど
い
わ
ゆ
る
自
営

業
の
方
々
を
対
象
と
し
た
「
国
民
年

金
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国
民
が
加

入
す
る
と
い
う「
国
民
皆
年
金
体
制
」

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
様
に
、
年
金
は
制
度
の
成
り

立
ち
か
ら
分
立
し
た
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
内
容
は
逐

次
改
善
さ
れ
、
今
で
は
全
国
民
均
一

の
「
基
礎
年
金
」
と
上
乗
せ
の
「
所

得
比
例
年
金
」
の
二
階
建
て
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
者
で
あ
る
国

民
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保

な
れ
ば
と
考
え
次
の
よ
う
な
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
国
民
年

金
広
報
活
動
支
援
事
業
／
全
国
都
市

国
民
年
金
協
議
会
の
支
援
、
住
民
を

対
象
と
し
た
年
金
知
識
啓
発
②
情

報
提
供
事
業
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
年
金
情

報
（
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
国
民
年
金
の
解

　

こ
れ
ま
で
紙
面
で
は
な
か
な
か
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

市
区
町
村
の
ご
担
当
者
の
皆
様
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
や
ご
指

導
を
賜
り
、
皆
様
の
お
役
に
立
ち
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
多
く
の
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
改
め
て

険
料
の
徴
収
や
年
金
の
支
払
、
年
金

相
談
と
い
っ
た
手
続
き
な
ど
を
行
う

実
施
窓
口
機
関
に
つ
い
て
は
、
国
で

言
え
ば
、「
厚
生
省
」
が
や
が
て
「
厚

生
労
働
省
」に
な
り
、「
社
会
保
険
庁
」

が
廃
止
さ
れ
、
今
で
は
民
間
組
織
の

「
日
本
年
金
機
構
」
が
そ
の
一
部
を

取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
あ
っ
て

も
、
年
金
担
当
部
署
が
廃
止
さ
れ
た

り
、「
市
民
課
」、「
住
民
課
」
や
健

康
保
険
も
取
り
扱
う
「
国
保
・
年
金

課
」
に
な
る
な
ど
、
時
の
政
治
や
行

政
の
都
合
に
よ
っ
て
種
々
変
化
し
、

そ
の
都
度
加
入
者
で
あ
る
国
民
に

ご相談・お問い合わせ・資料請求は──

0120-65-4192
フリーダイヤル

※地域によっては携帯電話からはつながらない場合があります。

 ロ ー ゴ     ヨ  イ  ク  ニ

国民年金にゆとりをプラス。
自分で入る公的な個人年金。

自営業者の方にもサラリーマンなみの老後保障を。

●掛金は全額所得控除で
　税金もお得。
●掛金は自由に設定。
※口数単位での設定になります。
　また、途中での変更も可能です。

老後まで
●基本は終身年金。
　だから、一生涯お受け取り。
●万が一の時にはご家族に一時金も。
※年金受給前または保証期間内にお亡くなりになった場合。
 （Ｂ型を除きます。）

老後から

ご職業ごとに加入できる職能型もあります。くわしくは
ホームページをご覧ください。

国民年金基金 検索

説
））
／
市
区
町
村
の
国
民
年
金
関

係
者
へ
の
情
報
提
供
③
研
修
会
の
開

催
／
市
民
向
け
の
年
金
講
習
会
、
実

務
者
向
け
の
研
修
会
④
年
金
委
員
活

動
支
援
事
業
／
年
金
委
員
向
け
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
年
金
委
員
向
け
情
報

提
供
、
年
金
委
員
向
け
冊
子
制
作
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
市
区
町
村
が
そ
の

第
一
線
に
あ
っ
て
住
民
と
丁
寧
に
コ

ツ
コ
ツ
と
進
め
る
こ
と
が
遠
回
り
の

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
情
報
紙
「
年
金
広
報
」
は
、

当
協
会
が
発
足
し
た
昭
和
三
四
年
か

ら
毎
月
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
創
刊

号
は「
國
民
年
金
弘
報
」、そ
の
後「
こ

く
ね
ん
弘
報
」、
平
成
二
二
年
一
月

か
ら
「
年
金
広
報
」
と
し
て
カ
ラ
ー

版
で
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
ご
担

当
の
皆
様
、
年
金
委
員
の
皆
様
、
年

金
事
務
所
の
職
員
の
皆
様
に
年
金
情

「
戸
惑
い
」や「
混
乱
」を
引
き
起
し
、

そ
の
後
の
年
金
不
信
の
一
端
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
ご

と
き
有
様
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
的
年
金
制
度

は
、
個
人
が
任
意
に
加
入
し
、
積
み

立
て
た
保
険
料
と
そ
の
上
に
若
干
の

利
息
を
上
乗
せ
し
た
金
額
を
、
老
後

に
年
金
と
し
て
返
還
し
て
も
ら
う
と

い
う
民
間
生
命
保
険
会
社
の
「
私
的

年
金
」
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

　

日
本
国
民
は
全
員
強
制
加
入
で
、

保
険
料
を
必
ず
納
め
る
義
務
が
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
世
代
を
超
え
て
老

後
の
所
得
を
支
え
合
う
と
い
う
意
味

で
、
年
金
の
原
資
と
な
る
財
源
に
は

一
般
の
税
金
（
国
税
）
が
、
国
庫
負

担
と
い
う
形
で
、
か
つ
て
は
そ
の
三

よ
う
で
す
が
一
番
の
近
道
で
し
ょ

う
、
そ
も
そ
も
国
民
年
金
は
一
人
一

人
と
対
話
し
な
が
ら
進
め
る
制
度
な

の
で
す
か
ら
。

　

国
民
年
金
制
度
を
第
一
線
で
担
う

市
区
町
村
と
国
と
日
本
年
金
機
構

が
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
連
携
を
図

り
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
そ
の
潤
滑

剤
の
役
割
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。

報
紙
と
し
て
お
届
け
し
て
き
ま
し
た

が
、
日
本
国
民
年
金
協
会
が
、
平
成

二
五
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
解
散

す
る
こ
と
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
本

号
六
四
五
号
が
最
終
号
と
な
り
ま
し

た
。

　

五
四
年
の
永
き
に
亘
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
忙
し
い
な
か
取
材
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

分
の
一
が
、
現
在
で
は
半
分
が
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
に
日
本
国
民
の

老
後
の
所
得
保
障
の
中
核
を
な
す
大

切
な
制
度
で
す
。

　

制
度
に
加
入
す
る
国
民
と
、
制
度

を
運
営
す
る
行
政
サ
イ
ド
の
ど
ち
ら

か
一
方
で
も
、
こ
の
年
金
の
理
念
を

忘
れ
る
な
ら
ば
、
単
に
制
度
が
崩
壊

す
る
ば
か
り
か
、
国
民
の
不
幸
に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
後
共
、
公
的
年
金
制
度
が
永
続

的
に
維
持
さ
れ
、
国
民
が
安
心
し
て

老
後
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
念
願
し

つ
つ
筆
を
置
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

長
い
間
の
ご
愛
顧
に
感
謝
！

㈳
日
本
国
民
年
金
協
会
　
専
務
理
事

�

編
集
発
行
人
　
河
野
　
暁

日
本
国
民
年
金
協
会
の
使
命
は
新
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

年
金
広
報
は
年
金
関
係
の
公
益
法
人
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で

「
年
金
広
報
」
の
廃
刊
に
あ
た
っ
て
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市
区
町
村
の
声

�

（
平
成
一
七
年
九
月
号
〜
平
成
二
五
年
一
月
号
）

●
東
京
都
　
豊
島
区�

平
成
一
七
年　

九
月
号

●
福
島
県
　
二
本
松
市�

平
成
一
七
年
一
〇
月
号

●
神
奈
川
県
　
小
田
原
市�

平
成
一
七
年
一
一
月
号

●
滋
賀
県
　
守
山
市�

平
成
一
七
年
一
二
月
号

●
鳥
取
県
　
三
朝
町�

平
成
一
八
年　

一
月
号

●
埼
玉
県
　
川
口
市�

平
成
一
八
年　

二
月
号

●
愛
知
県
　
半
田
市�

平
成
一
八
年　

三
月
号

●
山
梨
県
　
身
延
町�

平
成
一
八
年　

四
月
号

●
大
分
県
　
津
久
見
市�

平
成
一
八
年　

五
月
号

●
新
潟
県
　
見
附
市�

平
成
一
八
年　

六
月
号

●
栃
木
県
　
足
利
市�

平
成
一
八
年　

七
月
号

●
京
都
府
　
宇
治
市�

平
成
一
八
年　

八
月
号

●
青
森
県
　
青
森
市�
平
成
一
八
年　

九
月
号

●
宮
城
県
　
岩
沼
市�
平
成
一
八
年
一
〇
月
号

●
高
知
県
　
高
知
市�

平
成
一
八
年
一
一
月
号

●
島
根
県
　
大
田
市�

平
成
一
八
年
一
二
月
号

●
秋
田
県
　
大
仙
市�

平
成
一
九
年　

一
月
号

●
福
井
県
　
勝
山
市�

平
成
一
九
年　

二
月
号

●
茨
城
県
　
つ
く
ば
市�

平
成
一
九
年　

三
月
号

●
岡
山
県
　
玉
野
市�

平
成
一
九
年　

四
月
号

●
宮
崎
県
　
小
林
市�

平
成
一
九
年　

五
月
号

●
長
崎
県
　
時
津
町�

平
成
一
九
年　

六
月
号

●
静
岡
県
　
磐
田
市�

平
成
一
九
年　

七
月
号

●
岐
阜
県
　
飛
騨
市�

平
成
一
九
年　

八
月
号

●
香
川
県
　
綾
川
町�

平
成
一
九
年　

九
月
号

●
千
葉
県
　
茂
原
市�

平
成
一
九
年
一
〇
月
号

●
岩
手
県
　
二
戸
市�

平
成
一
九
年
一
一
月
号

●
長
野
県
　
飯
山
市�

平
成
一
九
年
一
二
月
号

●
山
形
県
　
天
童
市�

平
成
二
〇
年　

一
月
号

●
富
山
県
　
入
善
町�

平
成
二
〇
年　

二
月
号

●
熊
本
県
　
上
天
草
市�

平
成
二
〇
年　

三
月
号

●
愛
媛
県
　
八
幡
浜
市�

平
成
二
〇
年　

四
月
号

●
山
口
県
　
萩
市�

平
成
二
〇
年　

五
月
号

●
群
馬
県
　
明
和
町�

平
成
二
〇
年　

六
月
号

●
三
重
県
　
鳥
羽
市�

平
成
二
〇
年　

七
月
号

●
奈
良
県
　
生
駒
市�

平
成
二
〇
年　

八
月
号

●
北
海
道
　
伊
達
市�

平
成
二
〇
年　

九
月
号

●
福
岡
県
　
志
免
町�

平
成
二
〇
年
一
〇
月
号

●
神
奈
川
県
　
大
和
市�

平
成
二
〇
年
一
一
月
号

●
石
川
県
　
津
幡
町�

平
成
二
〇
年
一
二
月
号

●
兵
庫
県
　
神
戸
市�

平
成
二
一
年　

一
月
号

●
佐
賀
県
　
佐
賀
市�

平
成
二
一
年　

二
月
号

●
滋
賀
県
　
野
洲
市�

平
成
二
一
年　

三
月
号

●
大
阪
府
　
柏
原
市�

平
成
二
一
年　

四
月
号

●
東
京
都
　
武
蔵
野
市�

平
成
二
一
年　

五
月
号

●
鹿
児
島
県
　
長
島
町�

平
成
二
一
年　

六
月
号

●
大
分
県
　
竹
田
市�

平
成
二
一
年　

七
月
号

●
和
歌
山
県
　
み
な
べ
町�

平
成
二
一
年　

八
月
号

●
広
島
県
　
北
広
島
町�

平
成
二
一
年
一
〇
月
号

●
徳
島
県
　
小
松
島
市�

平
成
二
一
年
一
一
月
号

●
沖
縄
県
　
う
る
ま
市�

平
成
二
一
年
一
二
月
号

●
香
川
県
　
高
松
市�

平
成
二
二
年　

一
月
号

●
静
岡
県
　
富
士
市�

平
成
二
二
年　

三
月
号

●
神
奈
川
県
　
綾
瀬
市�

平
成
二
二
年　

四
月
号

●
埼
玉
県
　
草
加
市�

平
成
二
二
年　

五
月
号

●
岡
山
県
　
倉
敷
市�

平
成
二
二
年　

七
月
号

●
長
野
県
　
上
田
市�

平
成
二
二
年　

八
月
号

●
福
島
県
　
い
わ
き
市�

平
成
二
二
年　

九
月
号

●
秋
田
県
　
秋
田
市�

平
成
二
二
年
一
〇
月
号

●
群
馬
県
　
太
田
市�
平
成
二
二
年
一
一
月
号

●
長
崎
県
　
佐
世
保
市�
平
成
二
二
年
一
二
月
号

●
宮
崎
県
　
宮
崎
市�

平
成
二
三
年　

一
月
号

●
兵
庫
県
　
多
可
町�

平
成
二
三
年　

三
月
号

●
岐
阜
県
　
岐
阜
市�

平
成
二
三
年　

五
月
号

●
福
島
県
　
白
河
市�

平
成
二
三
年　

七
月
号

●
香
川
県
　
三
豊
市�

平
成
二
三
年　

八
月
号

●
宮
城
県
　
石
巻
市�

平
成
二
三
年　

九
月
号

●
岩
手
県
　
盛
岡
市�

平
成
二
三
年
一
〇
月
号

●
新
潟
県
　
燕
市�

平
成
二
三
年
一
一
月
号

●
神
奈
川
県
　
横
須
賀
市�

平
成
二
三
年
一
二
月
号

●
熊
本
県
　
熊
本
市�

平
成
二
四
年　

一
月
号

●
新
潟
県
　
長
岡
市�

平
成
二
四
年　

四
月
号

●
奈
良
県
　
奈
良
市�

平
成
二
四
年　

五
月
号

●
愛
媛
県
　
松
山
市�

平
成
二
四
年　

八
月
号

●
北
海
道
　
鹿
追
町�

平
成
二
四
年　

九
月
号

●
千
葉
県
　
佐
倉
市�

平
成
二
四
年
一
〇
月
号

●
秋
田
県
　
湯
沢
市�

平
成
二
四
年
一
一
月
号

●
埼
玉
県
　
志
木
市�

平
成
二
四
年
一
二
月
号

●
徳
島
県
　
徳
島
市�

平
成
二
五
年　

一
月
号

国
民
年
金
、
い
ま
現
場
は

�

（
平
成
一
六
年
二
月
〜
平
成
二
一
年
一
ニ
月
）

●
島
根
社
会
保
険
事
務
局
・
松
江
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
六
年　

二
月
号

●
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
・
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
六
年　

五
月
号

●
愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
・
松
山
東
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
六
年　

六
月
号

●
福
井
社
会
保
険
事
務
局
・
福
井
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
六
年　

七
月
号

●
秋
田
社
会
保
険
事
務
局
・
秋
田
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
六
年
一
〇
月
号

●
長
野
社
会
保
険
事
務
局
・
長
野
南
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
六
年
一
一
月
号

●
岩
手
社
会
保
険
事
務
局
・
盛
岡
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年　

二
月
号

●
岐
阜
社
会
保
険
事
務
局
・
岐
阜
北
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年　

四
月
号

●
香
川
社
会
保
険
事
務
局
・
高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年　

五
月
号

●
佐
賀
社
会
保
険
事
務
局
・
佐
賀
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年　

六
月
号

●
三
重
社
会
保
険
事
務
局
・
津
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年　

七
月
号

●
富
山
社
会
保
険
事
務
局
・
富
山
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年　

九
月
号

●
山
形
社
会
保
険
事
務
局
・
山
形
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年
一
〇
月
号

●
北
海
道
社
会
保
険
事
務
局
・
札
幌
東
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年
一
一
月
号

●
鳥
取
社
会
保
険
事
務
局
・
鳥
取
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
七
年
一
二
月
号

●
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
・
前
橋
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年　

二
月
号

●
山
口
社
会
保
険
事
務
局
・
宇
部
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年　

四
月
号

●
静
岡
社
会
保
険
事
務
局
・
静
岡
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年　

五
月
号

●
熊
本
社
会
保
険
事
務
局
・
熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年　

六
月
号

●
和
歌
山
社
会
保
険
事
務
局
・
和
歌
山
東
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年　

八
月
号

●
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年　

九
月
号

●
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所�

平
成
一
八
年
一
〇
月
号

●
石
川
社
会
保
険
事
務
局
・
金
沢
北
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年
一
一
月
号

●
徳
島
社
会
保
険
事
務
局
・
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
八
年
一
二
月
号

●
広
島
社
会
保
険
事
務
局
・
福
山
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

一
月
号

●
福
島
社
会
保
険
事
務
局
・

　
福
島
社
会
保
険
事
務
局
白
河
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

二
月
号

●
高
知
社
会
保
険
事
務
局
・
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

四
月
号

●
鹿
児
島
社
会
保
険
事
務
局
・
加
治
木
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

五
月
号

取材にご協力いただき、ありがとうございました
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●
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
・
豊
橋
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

六
月
号

●
神
奈
川
社
会
保
険
事
務
局
・
川
﨑
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

七
月
号

●
福
岡
社
会
保
険
事
務
局
・
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

八
月
号

●
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
・
尼
崎
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年　

九
月
号

●
岡
山
社
会
保
険
事
務
局
・
岡
山
西
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年
一
〇
月
号

●
青
森
社
会
保
険
事
務
局
・
青
森
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年
一
一
月
号

●
奈
良
社
会
保
険
事
務
局
・
奈
良
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
一
九
年
一
二
月
号

●
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
・
草
津
社
会
保
険
事
務
所

�
平
成
二
〇
年　

二
月
号

●
大
分
社
会
保
険
事
務
局
・
大
分
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年　

三
月
号

●
栃
木
社
会
保
険
事
務
局
・
宇
都
宮
西
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年　

五
月
号

●
茨
城
社
会
保
険
事
務
局
・
水
戸
南
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年　

八
月
号

●
埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
・
浦
和
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年　

九
月
号

●
千
葉
社
会
保
険
事
務
局
・
幕
張
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年
一
〇
月
号

●
宮
城
社
会
保
険
事
務
局
・
仙
台
北
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年
一
一
月
号

●
京
都
社
会
保
険
事
務
局
・
舞
鶴
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
〇
年
一
二
月
号

●
宮
崎
社
会
保
険
事
務
局
・
宮
崎
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

二
月
号

●
沖
縄
社
会
保
険
事
務
局
・
コ
ザ
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

三
月
号

●
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
・
長
崎
南
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

五
月
号

●
大
阪
社
会
保
険
事
務
局
・
堺
西
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

六
月
号

●
秋
田
社
会
保
険
事
務
局
・
本
荘
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

七
月
号

●
富
山
社
会
保
険
事
務
局
・
富
山
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

八
月
号

●
長
野
社
会
保
険
事
務
局
・
小
諸
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年　

九
月
号

●
島
根
社
会
保
険
事
務
局
・
出
雲
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年
一
〇
月
号

●
福
井
社
会
保
険
事
務
局
・
武
生
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年
一
一
月
号

●
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
・
新
潟
東
社
会
保
険
事
務
所

�

平
成
二
一
年
一
二
月
号

頑
張
る
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
年
金
事
務
所

�

（
平
成
二
二
年
二
月
号
〜
一
〇
月
号
）

●
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
善
通
寺
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

二
月
号

●
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
福
島
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

三
月
号

●
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
東
福
岡
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

四
月
号

●
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
岐
阜
南
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

五
月
号

●
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
札
幌
北
年
金
事
務
所

�
平
成
二
二
年　

六
月
号

●
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
東
北
福
島
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

七
月
号

●
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
川
越
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

八
月
号

●
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
広
島
西
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年　

九
月
号

●
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
・
千
葉
年
金
事
務
所

�

平
成
二
二
年
一
〇
月
号

頑
張
る
年
金
事
務
所

�

（
平
成
二
二
年
一
一
月
号
〜
平
成
二
五
年
一
月
号
）

●
松
山
西
年
金
事
務
所�

平
成
二
二
年
一
一
月
号

●
兵
庫
年
金
事
務
所�

平
成
二
二
年
一
二
月
号

●
富
士
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

一
月
号

●
武
雄
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

二
月
号

●
高
崎
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

三
月
号

●
花
巻
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

四
月
号

●
四
日
市
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

五
月
号

●
新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

六
月
号

●
高
津
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

七
月
号

●
熊
本
東
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

八
月
号

●
岡
山
東
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年　

九
月
号

●
弘
前
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年
一
〇
月
号

●
高
知
西
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年
一
一
月
号

●
山
口
年
金
事
務
所�

平
成
二
三
年
一
二
月
号

●
中
野
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

一
月
号

●
阿
波
半
田
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

二
月
号

●
和
歌
山
西
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

三
月
号

●
水
戸
北
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

四
月
号

●
小
松
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

五
月
号

●
高
松
東
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

六
月
号

●
岩
見
沢
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

七
月
号

●
浜
田
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

八
月
号

●
中
福
岡
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年　

九
月
号

●
松
戸
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年
一
〇
月
号

●
米
沢
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年
一
一
月
号

●
大
手
前
年
金
事
務
所�

平
成
二
四
年
一
二
月
号

●
新
宿
年
金
事
務
所�

平
成
二
五
年　

一
月
号

ｓｅｒ
ｉｅｓ 

年
金
改
革

�

（
平
成
二
二
年
一
月
号
〜
一
一
月
号
）

●
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
・
山
崎
泰
彦
　
様

�

平
成
二
二
年　

一
月
号

●
目
白
大
学
人
間
学
部
人
間
福
祉
学
科
教
授
・
宮
武
剛
　
様

�

平
成
二
二
年　

二
月
号

●
筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
研
究
科
教
授
・

　
江
口
隆
裕
　
様�

平
成
二
二
年　

三
月
号

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
・
渡
辺
俊
介
　
様

�

平
成
二
二
年　

四
月
号

●
日
本
放
送
協
会
学
園
非
常
勤
講
師
・
都
村
敦
子
　
様

�

平
成
二
二
年　

五
月
号

●
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
特
任
教
授
・
高
山
憲
之
　
様

�

平
成
二
二
年　

六
月
号

●
上
智
大
学
名
誉
教
授
・
堀
勝
洋
　
様

�

平
成
二
二
年　

七
月
号

●
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
・
駒
村
康
平
　
様

�

平
成
二
二
年　

八
月
号

●
山
口
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
・
田
中
耕
太
郎
　
様

�

平
成
二
二
年　

九
月
号

●
早
稲
田
大
学
大
学
院
客
員
教
授
・
梶
本
章
　
様

�

平
成
二
二
年
一
〇
月
号

●
前
こ
ど
も
未
来
財
団
理
事
長
・
酒
井
英
幸
　
様

�

平
成
二
二
年
一
一
月
号

�

（
肩
書
は
当
時
の
も
の
）

地
方
分
権
一
〇
年
と
国
民
年
金
事
務

●
横
須
賀
市
市
民
部
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
国
民
年
金
担
当
・

　
北
野
智
子
　
様�

平
成
二
四
年　

七
月
号

●
神
戸
市
東
灘
区
・
灘
区
・
中
央
区
・
兵
庫
区
・
長
田
区
・

　
須
磨
区
・
垂
水
区
・
北
区
・
西
区
・
北
須
磨
支
所
の

　
国
民
年
金
担
当
の
皆
様�

平
成
二
四
年　

八
月
号

●
神
戸
市
保
健
福
祉
局
高
齢
福
祉
部
国
保
年
金
医
療
課

　
国
民
年
金
係
・
林
友
美
　
様�

平
成
二
四
年　

九
月
号

●
埼
玉
県
志
木
市
・
長
沼
明
市
長�

平
成
二
四
年
一
一
月
号

取材にご協力いただき、ありがとうございました
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●
１
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０
号

●
３
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０
号

●
６
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０
号

●
創
刊
号

●
２
０
０
号

●
５
０
０
号

●
４
０
０
号

創
刊
号
か
ら
１
０
０
号
ご
と
の
第
１
面
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国
民
年
金
創
設
の
功
労
者
と
言
え

ば
、
自
民
党
の
野
田
卯
一
さ
ん
と
厚

生
省
の
小
山
進
次
郎
さ
ん
が
双
璧
。

野
田
さ
ん
の
『
国
民
年
金
法
と
改

正
』、
小
山
さ
ん
の
『
国
民
年
金
法

の
解
説
』
は
、
私
に
と
っ
て
門
外
不

出
の
座
右
の
書
で
あ
る
。

　

国
民
年
金
業
務
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
自
分
で
も
驚
く
ほ

ど
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
月
日
を
振
り
返
る
と
、
前
半

は
「
多
く
を
得
た
日
々
」
で
あ
り
、

後
半
は
「
多
く
を
失
っ
た
日
々
」
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
得

た
も
の
」「
失
っ
た
も
の
」
と
は
、

協
力
し
合
う
「
仲
間
」，
住
民
か
ら

の
「
信
頼
」、蓄
積
し
た
「
知
識
（
ノ

ウ
ハ
ウ
）」
で
し
ょ
う
か
。

　

年
金
担
当
と
し
て
配
属
さ
れ
て
す

　
『
国
民
年
金
弘
報
』
は
、
平
成

二
二
年
一
月
の
日
本
年
金
機
構
発
足

を
機
に
、そ
の
名
称
を
『
年
金
広
報
』

と
変
え
、
紙
面
を
カ
ラ
ー
印
刷
と
す

る
と
と
も
に
、
年
金
制
度
全
般
に
関

す
る
情
報
紙
・
広
報
紙
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
昭
和
三
六
年

四
月
に
制
度
が
発
足
し
て
以
来
、
着

実
に
発
展
を
遂
げ
、
国
と
市
区
町
村

　

小
山
さ
ん
は
、
卓
越
し
た
行
政
官

で
あ
り
、
学
者
肌
の
理
論
家
で
も
あ

っ
た
。
私
に
年
金
研
究
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
こ
の
世
界
に
導
い

て
下
さ
っ
た
恩
人
で
あ
る
。
ま
た
、

小
山
門
下
で
前
掲
書
の
分
担
執
筆
者

で
も
あ
っ
た
岡
本
和
夫
さ
ん
、
高
橋

ぐ
、
先
輩
か
ら
は
「
こ
れ
を
使
っ
て

勉
強
す
る
よ
う
に
」
と
国
民
年
金
関

係
法
令
集
を
手
渡
さ
れ
、
と
て
も
驚

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
不
安

で
、
不
安
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
悩
む
時
間
な
ど
な
く
バ
タ

バ
タ
と
毎
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
ん
な
毎
日
で
も
、
必

ず
新
し
い
「
発
見
」、「
習
得
」
が
そ

こ
に
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
繰
り
返
し
で
得
ら
れ
た
も
の
は

「
宝
物
」
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

と
の
間
で
も
良
好
な
協
力
・
連
携
関

係
を
築
い
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
平
成
一
二
年
度
か
ら

の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
と
平
成

二
二
年
一
月
か
ら
の
日
本
年
金
機
構

の
発
足
に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
制
度

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
方
分
権
以
後
は
、
市
区
町
村
と

社
会
保
険
事
務
所
と
は
、
と
も
か
く

三
男
さ
ん
は
、
私
が
社
会
保
障
研
究

所
に
在
籍
中
、そ
れ
ぞ
れ
常
務
理
事
、

総
務
部
長
を
さ
れ
て
い
て
、
創
設
時

の
苦
労
話
を
よ
く
お
聞
き
し
た
も
の

だ
っ
た
。

　

当
時
の
私
は
二
十
歳
代
半
ば
か
ら

三
十
歳
代
前
半
。
こ
れ
ら
の
偉
大
な

先
達
の
語
り
に
、
身
を
乗
り
出
す
よ

う
な
思
い
で
耳
を
傾
け
た
。
こ
う
し

た
耳
学
問
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
よ
う
に
思
う
。

　

野
田
卯
一
さ
ん
は
、
国
民
年
金
法

　

後
半
の
日
々
は
、
そ
れ
ま
で
と
は

真
逆
で
し
た
。「
地
方
分
権
」
に
「
社

会
保
険
庁
解
体
」
と
い
う
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
、そ
の
「
宝
物
」
が
次
々

と
失
わ
れ
て
い
く
不
安
と
の
闘
い
だ

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
両
極
端
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
理
解
で
き

た
こ
と
は
、
年
金
行
政
に
と
っ
て
何

が
大
事
か
、
そ
れ
は
、
や
は
り
「
そ

の
歴
史
」
と
「
経
験
」
を
継
承
し
、

そ
れ
を
十
分
踏
ま
え
て
改
革
す
る
こ

と
の
必
要
性
で
す
。

　

年
金
制
度
の
歴
史
は
、
住
民
の

方
々
に
と
っ
て
「
人
生
の
足
跡
」
で

あ
り
、
そ
の
足
跡
を
「
年
金
記
録
」

従
来
ど
お
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
役
割
を
継
続
し
、
相
互
に
業
務
を

フ
ォ
ロ
ー
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
も

の
の
、
機
構
発
足
以
後
は
市
区
町
村

と
年
金
事
務
所
と
は
、
事
実
上
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
が
消
え
、
従

来
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
関

係
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
終
号
刊
行
を
一
年
後
に
控
え

て
、「
地
方
分
権
一
〇
年
と
国
民
年

金
事
務
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
目

的
は
、
こ
の
問
題
を
広
く
問
い
か
け

る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
七
月
に
岐
阜
市
で
開

制
定
後
も
、
長
く
国
民
年
金
協
会
の

会
長
を
務
め
ら
れ
、
制
度
の
普
及
に

尽
力
さ
れ
た
。「
国
民
年
金
弘
報
」、

「
年
金
叢
書
」、「
国
民
年
金
法
の
解

説
」
は
、
私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
情

報
誌
・
解
説
書
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た

協
会
主
催
の
講
習
会
に
、
講
師
と
し

て
お
招
き
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
、

会
場
で
の
質
疑
や
地
元
の
関
係
者
の

方
々
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
の
も
勉

強
に
な
っ
た
。
私
の
年
金
業
務
の
現

と
い
う
形
で
残
し
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
責
任
だ
と
思
う
の
で
す
。
組

織
が
変
わ
ろ
う
と
、
立
場
が
変
わ
ろ

う
と
、
そ
れ
は
誰
か
が
継
承
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
は
ず

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
年
金
行
政
に
お
い
て

「
日
本
国
民
年
金
協
会
」
と
い
う
組

織
が
、
市
区
町
村
職
員
の
知
識
向
上

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
の
た
め
に
「
セ

ミ
ナ
ー
」
や
「
講
習
会
」
を
開
催
し

た
り
、「
年
金
広
報
」（
国
年
弘
報
）

や
し
る
べ
の
発
行
を
通
し
て
年
金
制

度
の
普
及
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ

と
、多
く
の
人
々
の
「
人
生
の
足
跡
」

を
共
に
残
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

催
さ
れ
た
全
国
都
市
国
民
年
金
協
議

会
で
は
、
地
方
分
権
と
機
構
発
足
以

後
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
た
国
民

年
金
事
務
に
つ
い
て
、
国
か
ら
積
極

的
に
市
区
町
村
と
の
協
力
連
携
を
求

め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
変
わ

り
、
そ
れ
ま
で
の
全
国
都
市
国
民
年

金
協
議
会
の
様
相
を
一
変
さ
せ
る
画

期
的
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
全
国
都
市
国
民

年
金
協
議
会
の
多
く
の
会
員
市
区
か

ら
は
、
国
民
年
金
協
会
と
『
年
金
広

報
』
に
対
し
て
、
地
方
自
治
体
と
国

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
存
続
し
て
ほ

場
へ
の
関
心
も
そ
う
し
た
中
で
自
然

に
培
わ
れ
た
。

　

さ
て
今
日
、
年
金
・
社
会
保
障
制

度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
上
で
、

国
と
地
方
を
通
じ
た
広
報
・
啓
蒙
や

職
員
研
修
の
事
業
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
時
代
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

協
会
が
幕
を
閉
じ
て
し
ま
う
の
は
残

念
で
な
ら
な
い
。
い
つ
の
日
か
協
会

の
事
業
を
継
承
す
る
全
国
組
織
が
誕

生
す
る
日
を
待
ち
望
む
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び「
日
本
国
民
年
金
協
会
」

が
解
散
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
正

直
な
と
こ
ろ
、
ま
た
「
仲
間
」
を
失

う
よ
う
な
寂
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
一
言
。
年
金
行
政
に
お
い

て
、
市
区
町
村
職
員
（
自
分
）
が
す

べ
き
こ
と
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。

　

ど
の
よ
う
な
時
代
、
ど
の
よ
う
な

立
場
に
な
っ
て
も
、「
一
人
で
も
多

く
の
人
（
住
民
）
に
「
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
人
生
の
足
跡
を

残
す
こ
と
。」
そ
れ
し
か
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
い
と
の
期
待
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
協
会

が
解
散
の
や
む
な
き
に
至
り
、
国

民
年
金
事
務
を
発
足
以
来
第
一
線
で

担
っ
て
き
た
市
区
町
村
へ
の
情
報
提

供
・
橋
渡
し
役
を
い
っ
た
い
ど
こ
が

担
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
年
金
広
報
』
の
廃
刊
は
一
広
報

紙
の
廃
刊
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

広
報
紙
が
こ
れ
か
ら
担
お
う
と
し
て

い
る
役
割
を
絶
や
し
て
し
ま
う
こ
と

は
、
国
民
年
金
制
度
に
と
っ
て
大
き

な
損
失
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し

ょ
う
。

「年金図書」平成24年度改訂のご案内 好評発売中好評発売中

Vol.1　老齢年金－加入と請求手続き Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）
Vol.2　老齢年金－年金額の計算 Ｂ5判　定価1,260円（本体1,200円＋税）
Vol.3　遺族年金と障害年金 Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）

年金相談に携わる人を対象に、具体的な相談例を挙げてＱ
（問題）とＡ（解答）および解説を掲載。問題の例文を読み、考
え、かつ解くことで、相談者に的確に答えられるように編集。年
金相談の現場力を自らの力とし、高めることができる問題集。

東京 ☎（03）3252-7901　関西 ☎（06）6765-7836
中部 ☎（052）951-0261　中国 ☎（082）223-2707

A5判　定価4,200円（本体4,000円＋税）A5判　定価2,520円（本体2,400円＋税）

制度の仕組みと給付の受け方を、わか
りやすく、詳しく解説。届出・請求書の様
式は記載例つきで収録。

Ｂ５判　定価2,310円（本体2,200円＋税）

東京都社会保険労務士会 企画　
東京社会保険労務士協同組合 編集
年金相談の心得、国民年金・厚生年金制
度のしくみ、老齢・障害・遺族給付をわかりや
すく解説。Ｑ＆Ａ形式で、詳細な説明により、
より深くポイントが理解できるよう編集。

B5判　定価4,410円（本体4,200円＋税）

国民年金・厚生年金の受給要件・年金
額・諸手続きを図解・記載例などにより、
わかりやすく解説した年金実務書の決
定版。

法律の条文ごとに、関係政令・省令・通
知等を収載し、法令上の根拠、行政解
釈・事務取扱いの全容が体系的にわか
るように編集。

現場力を高める!! 年金相談Ｑ＆Ａ  （平成24年度版） 

年金相談ＡからＺ  （平成24年度版） 

国民年金法総覧  （平成24年4月版） 

年金相談の手引  （平成24年度版） 国民年金ハンドブック  （平成24年度版） 

�

『
年
金
広
報
』
編
集
部

�
神
戸
市
　
林
　
友
美

�

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
名
誉
教
授

�

山
崎
　
泰
彦

国
民
年
金
協
会
の
解
散
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

協
会
の
解
散
を
惜
し
む
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写真のご提供ありがとうございました。…2010年3月号　柳川雛祭りさげもんめぐり（福岡県柳川市）／2010年8月号　秋田竿燈まつり（秋田市）／2010年9月号　
瀬戸内海の７つの島（高松市）／2010年10月号　川越まつりの山車曳っかわせ（社団法人小江戸川越観光協会）／2010年11月号　去川の大銀杏（宮崎市）／
2010年12月号　神戸ルミナリエ（神戸市）／2011年3月号　河津川沿いの河津桜（河津町観光協会)�／2011年4月号　上田城の桜（長野県上田市）／2011年5
月号　「となみチューリップフェア」チューリップタワー�（富山県砺波市）／2011年7月号　幌見峠のラベンダー畑（札幌市）／2011年9月号　仙石原すすき草原（神奈
川県箱根町）／2012年1月号　「ダイヤモンド富士」（山梨県富士川町）／2012年2月号　兼六園（金沢市）／2012年5月号　フラワーパーク浦島（香川県三豊市）
／2012年6月号　初夏の世界谷地原生花園（せかいやちげんせいかえん）に群生するニッコウキスゲ�（宮城県栗原市）／2012年7月号　相馬野馬追（相馬野馬追執
行委員会）／2012年8月号　そば畑と木曽御嶽山（長野県木曽町）／2012年11月号　唐松の黄葉と梓川（上高地）（長野県松本市）／2012年12月号　京都・
嵐山花灯路（京都・花灯路推進協議会）／2013年1月号　朝焼けの富士山（静岡県御殿場市）／2013年2月号　今帰仁城跡に2月に咲く桜（沖縄県今帰仁村）

年金広報を彩った、各地の四季折々
（2010年1月号～2013年2月号）

平
成
二
四
年
度
の
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
は
、「
年
金
交
付
国
債
」で
確
保

Topics

発行所  社団法人日本国民年金協会
　　　  編集発行人　河野　暁
〒102-0093　東京都千代田区平河町2-5-5
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　平
成
二
四
年
度
の
厚
生
労
働
省
関

係
予
算
案
は
、
一
般
会
計
で
二
六
兆

六
、
八
七
三
億
円
と
な
る
。

　平
成
二
四
年
度
予
算
案
で
は
、
年

金
制
度
に
つ
い
て
、
公
的
年
金
制
度

は
国
民
の
老
後
の
安
定
し
た
生
活
を

支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
年
金
記

録
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
る
こ
と
、
ま
た
、
持
続
可
能
で

安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
構
築
に
向

け
、
基
礎
年
金
国
庫
負
担
二
分
の
一

を
維
持
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　平
成
二
四
年
度
の
基
礎
年
金
国
庫

負
担
割
合
は
、
歳
出
予
算
（
三
六
・

五
％
分
）
と
税
制
抜
本
改
革
に
よ
り

確
保
さ
れ
る
財
源
を
充
て
て
償
還
さ

れ
る「
年
金
交
付
国
債
」（
仮
称
）（
年

金
差
額
分
二
兆
四
、
八
七
九
億
円
）

に
よ
っ
て
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一

を
確
保
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　「年
金
交
付
国
債
」
は
、
年
金
差
額

分
と
運
用
収
入
相
当
額
と
を
合
算
し

た
額
を
発
行
す
る
予
定
で
、
平
成
二

四
年
度
の
基
礎
年
金
の
給
付
に
要
す

る
費
用
の
二
分
の
一
と
三
六
・
五
％

の
差
額
分（
二
兆
四
、
八
七
九
億
円
）

お
よ
び
運
用
収
入
相
当
額
（
譲
渡
可

能
な
国
債
で
の
運
用
に
よ
り
得
ら
れ

る
収
益
と
同
等
に
な
る
よ
う
算
定
）

と
を
合
算
し
た
額
と
な
る
。

　ま
た
、
平
成
二
四
年
度
に
は
、
か

つ
て
特
例
法
で
マ
イ
ナ
ス
の
物
価
ス

ラ
イ
ド
を
行
わ
ず
年
金
額
を
据
え
置

い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
本
来
の
年

金
額
よ
り
二
・
五
％
高
い
水
準
で
支

給
さ
れ
て
い
る
現
行
の
特
例
措
置
に

つ
い
て
、
年
金
財
政
の
負
荷
を
軽
減

し
、
現
役
世
代
の
将
来
の
年
金
額
の

確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
の
受
給

者
の
年
金
額
を
本
来
の
水
準
に
計
画

的
に
引
き
下
げ
る
予
定
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
特
例
水
準
の
二
・
五
％

を
平
成
二
四
年
度
か
ら
平
成
二
六
年

度
ま
で
の
三
年
間
で
解
消
し
、
平
成

二
四
年
一
〇
月
か
ら
〇
・
九
％
引
き

下
げ
る
こ
と
と
な
る
。

平
成
二
二
年
度
厚
生
年
金
保
険
・

国
民
年
金
事
業
の
概
況

　一
二
月
二
〇
日
、「
平
成
二
二
年

度
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
事
業

の
概
況
」が
公
表
さ
れ
た
。

　公
的
年
金
全
体
の
加
入
者
数
は
、

平
成
二
二
年
度
末
現
在
で
六
、
八
二

六
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
末

に
比
べ
て
四
八
万
人
（
〇
・
七
％
）

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
民

年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
数
（
任
意

加
入
被
保
険
者
を
含
む
）
は
、
平
成

二
二
年
度
末
現
在
一
、
九
三
八
万
人

で
、
前
年
度
末
に
比
べ
て
四
七
万
人

（
二
・
四
％
）減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

第
三
号
被
保
険
者
数
は
、
平
成
二
二

年
度
末
現
在
一
、
〇
〇
五
万
人
で
、

前
年
度
末
に
比
べ
て
一
六
万
人（
一
・

六
％
）減
少
し
て
い
る
。

　国
民
年
金
の
受
給
者
（
旧
法
国
民

年
金
の
受
給
者
と
新
法
基
礎
年
金
の

受
給
者
の
合
計
）
数
は
、
平
成
二
二

年
度
末
現
在
で
二
、
八
三
四
万
人
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
末
に
比
べ
て

五
六
万
人
（
二
・
〇
％
）
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
民
年
金
受
給
者
の

老
齢
年
金
の
平
均
年
金
月
額
は
、
五

万
五
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
平
成
二
二
年
度
決
算
に

お
け
る
国
民
年
金
の
収
支
状
況
は
、
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　「日出づる里」とも呼ばれる高下地区。冬至頃から元旦にかけて、太陽が富士山頂から昇る「ダイヤモンド富士」が
拝めます。また、ここからの富士の眺望は、関東の富士見百景に認定されています。（写真提供　山梨県富士川町）

基
礎
年
金
交
付
金
等
を
控
除
し
た
実

質
的
な
収
入
が
三
兆
四
、
〇
〇
〇
億

円
、
実
質
的
な
支
出
が
三
兆
一
、
〇

〇
〇
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
収

支
差
引
残
で
は
二
、
五
一
一
億
円
の

剰
余
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

二
二
年
度
末
現
在
の
国
民
年
金
の
積

立
金
は
七
兆
七
、
〇
〇
〇
億
円
（
時

価
ベ
ー
ス
）と
な
っ
て
い
る
。

国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正

　一
二
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た

「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
」
に
よ
り
、
国

年
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　二
〇
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
傷
病

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
所
得
制
限

限
度
額
の
算
定
お
よ
び
国
民
年
金
保

険
料
の
半
額
免
除
等
の
基
準
と
な
る

所
得
金
額
の
算
定
に
お
い
て
、
一
六

歳
以
上
一
九
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に

係
る
加
算
額
に
つ
い
て
は
、
税
制
上

の
扶
養
控
除
の
見
直
し
前
と
同
額
と

な
る
よ
う
に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
あ
わ
せ
て

熊
本
城
の
一
角
に
昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
観
光
交
流
施
設「
桜
の
馬
場 

城
彩

苑
」に
は
、
約
９
か
月
で
１
２
０
万
人
の

観
光
客
の
方
が
訪
れ
て
い
た
だ
き
、予
想

を
上
回
る
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
城
彩
苑
は
、江
戸
時
代
の
城
下
町
を
再

現
し
た
風
情
あ
る
空
間
で
、熊
本
城
の
歴

史
を
ま
る
ご
と
楽
し
め
る
歴
史
と
文
化
の

発
見
ゾ
ー
ン「
湧わ

く

々わ
く

座ざ

」と
、城
下
町
熊
本

の
古
今
の
食
文
化
に
出
会
え
る
飲
食
物

販
ゾ
ー
ン「
桜
の
小こ

う
じ路

」の
二
つ
の
エ
リ
ア

か
ら
な
り
ま
す
。

　「
湧
々
座
」で
は
城
を
築
い
た
加
藤
清
正

公
の
入
国
か
ら
西
南
戦
争
ま
で
の
歴
史
を

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
最
新
鋭
の
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
で
体
感
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が

人
気
を
は
く
し
、中
で
も
時
空
を
超
え
た

ド
ラ
マ
を
楽
し
め
る「
も
の
が
た
り
御
殿
」

は
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
桜
の
小
路
」で
は
熊
本
の
選
り

す
ぐ
り
の
食
事
処
と
土
産
処
23
店
舗
が

軒
を
連
ね
、熊
本
名
物
の
太た

い
ぴ
ー
え
ん

平
燕
を
は
じ

め
、い
き
な
り
団
子
・
か
ら
し
蓮
根
・
馬

刺
し
な
ど
や
人
気
の
ス
イ
ー
ツ
・
熊
本
ワ

イ
ン
な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。

　
九
州
へ
お
越
し
の
際
は
、熊
本
城
と
と

も
に
是
非「
桜
の
馬
場 

城
彩
苑
」に
も
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
営
業
時
間
は
、湧
々
座
17
時
30
分
、桜

の
小
路
の
物
販
部
門
19
時
、飲
食
部
門
は

22
時
ま
で
。同
所
へ
は
、Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
か
ら

熊
本
城
周
遊
バ
ス「
し
ろ
め
ぐ
り
ん
」で

15
分
。交
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
徒
歩
5
分
。

熊
本
城
に
新
た
な
魅
力

「
桜
の
馬
場

　城じ
ょ
う

彩さ
い

苑え
ん

」
Voice & Voice 熊本市ウェブサイト（http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/）

謹
賀
新
年

　会
員
各
位
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
な
お一
層
わ
か
り
や
す
く
、
役
立
つ
年
金
制
度
の
各
種
情
報

を
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
ご
愛
読
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　二
〇
一
二
年

　元
旦

社
団
法
人 

日
本
国
民
年
金
協
会
会
長

　
　阿
部

　恂

  

職
員
一同

2012年3月号　秋間梅林
� （写真提供　群馬県安中市）

2012年4月号　三春滝桜
� （写真提供　福島県三春町）

2011年8月号�長岡まつり大花火大会
� （写真提供　長岡市）

2012年10月号　岐阜県・可児市花フェスタ記念公園
「秋のバラまつり」� （写真提供　花フェスタ記念公園）

2012月9月号　小林市の生駒高原に咲き誇る100万
本のコスモス� （写真提供　宮崎県小林市）

2011年1月号　第３回富士山百景写真コンテスト
入選作品『早春の香り』� （写真提供　富士市）

2011年11月号　国立公園十和田湖湖畔
� （写真提供　秋田県鹿角市）

2011年2月号　SL�雪の原野ゆく
� （写真提供　釧路市）

2011年10月号　横浜みなとみらい21の夜景
� （写真提供　横浜市）

2011年6月号　北アルプスと栂池自然園の水ばしょう
� （写真提供　長野県小谷村）

2010年7月号　博多祇園山笠・追い山
� （写真提供　福岡市）

2011年12月号�SENDAI光のページェント
� （写真提供　仙台市観光交流課）


